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第２回鹿児島市宿泊税検討委員会 議事録 

 

１ 開催概要 

開催日時：令和７年８月２７日（月）１６時００分～１７時１５分 

開催場所：ソーホーかごしまＢ・Ｃ会議室 

内  容：１ 開会 

     ２ 第１回検討委員会の主な意見 

      ３ 議事 

       (1) 事例等を踏まえた制度設計(案)等について 

      ４ その他 

      ５ 閉会 

出 席 者： 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 委員発言要旨 

 <全般> 

 宿泊税については目的税であるため一般会計ではなく特別（独立）会計が良いのではないか 

 

<導入目的（使途）> 

 事務局案の内容について総論は異論ないが、具体的な宿泊税活用事業の決定プロセスはどうな

るのか 

→現時点で確定しているものではないが、イメージとしては、民間事業者の意見も踏まえなが

ら、市とＤＭＯで事業案を検討し、最終的に導入目的（使途）に適した優先度の高い事業に

活用していきたいと考えている 

 事務局案については、第４期観光未来戦略に基づく抽象的な表現であり、宿泊税は目的税であ

ることから、より具体的に表現すべきである 

 

 <税額（税率）> 

 事務局案については賛同するが、今後、観光の高付加価値化を図り、多くの富裕層が来鹿され

ることを目指して、段階的定額制とすべきである 

 宿泊単価は日々の変動が激しく、定率制の場合、非常に徴収作業が煩雑となるため定額制が望

ましい 

 

 

No 所属・役職等 氏名

1 鹿児島大学名誉教授 石塚　孔信

2 鹿児島市ホテル旅館組合理事長 淵村　文一郎

3 日本旅行業協会鹿児島県支部鹿児島県地区委員会支部長 山田　聡

4 鹿児島商工会議所会頭 岩崎　芳太郎

5 鹿児島観光コンベンション協会専務理事 池田　哲也

6 九州経済研究所執行役員企画戦略部長 藤田　聖二

※オブザーバーとして本市観光未来戦略アドバイザー山田桂一郎氏も出席



２ 

 

<課税免除> 

 事務局案の修学旅行生に加え長崎市と同様に、鹿児島も離島が多いことから、スポーツ大会・

文化大会に参加するために市内へ宿泊する者も課税免除とすべきである 

 

<特別徴収交付金> 

 事務局案は２．５％となっているが、クレジットカードの決済手数料などを踏まえて、熊本市

と同程度の４．０％は考えられないか 

 

<システム等改修整備費用助成制度> 

 システム等改修整備費用助成制度について、補助率は１０／１０が望ましい 

 

<ＤＭＯ関連> 

 税収額の１／３ないし１／２をＤＭＯの財源として配分すべきである 

 ＤＭＯは地域の舵取り役・調整役である。登録ＤＭＯとなって約１年経過しているが、まず

は、民間事業者と一体となった体制づくりが重要であると考えている 

 その中で、ＤＭＯ経営企画会議に紐づく民間事業者を中心に構成されるテーマごとの５つＷＧ

を設けている。そのＷＧでは、課題やデータを共有しながら、取り組むべき施策を議論・検討

しているが財源不足の問題に直面する 

 その際、ＤＭＯとして一定の財源枠（原資は宿泊税）があるとスピード感を持って取り組むこ

とができる 

 国の有識者会議では、宿泊税の活用方法については、透明性の確保や説明責任を果たすことを

前提に、ＤＭＯが決定することが望ましいという意見もある 

 今、ＤＭＯに必要なのはタイムリーに事業実施できる仕組みではないか、その仕組みとは、宿

泊税を原資とした自由に使える財源を持たせることではないか 

  

<その他> 

 徴収の公平性の観点から、徴収の履行違反に対する罰則規定を条例で設けるのか、また、徴収

に関してインセンティブの制度を設けるのか 

 宿泊税の支払い方法について、基本的には、個人旅行者は現地払い、修学旅行など団体旅行は

旅行代理店がまとめて支払う 

 検討委員会の報告書の記載方法について、案を併記することは可能か 

→可能である 


